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(57)【要約】
【課題】
多チャンネル化はあくまでも放送事業者が事前に決めた
内容を事前に決めた順番で提供するものであり、ある時
刻において放送されている番組が大多数の視聴者がその
時に見たい番組であるとは限らない。
【解決手段】
デジタル放送受信機能を有する端末装置の利用者に対し
て情報を提供するデジタル放送システムであって、通信
ネットワークを介して視聴者の閲覧要求情報を収集する
ＢＭＬサーバと、前記ＢＭＬサーバに到来した複数の視
聴者の閲覧要求情報の統計処理をする視聴者要求統計処
理部と、を有し、前記視聴者要求統計処理部が決定した
放送コンテンツを番組送信部から直ちに送信し、視聴者
が必要とする放送コンテンツをリアルタイムで視聴者受
信端末に向けて放送することを特徴とするデジタル放送
システム。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
デジタル放送受信機能を有する端末装置の利用者に対して情報を提供するデジタル放送シ
ステムであって、
通信ネットワークを介して視聴者の閲覧要求情報を収集するＢＭＬサーバと、
前記ＢＭＬサーバに到来した複数の視聴者の閲覧要求情報の統計処理をする視聴者要求統
計処理部と、
を有し、
前記視聴者要求統計処理部が決定した放送コンテンツを番組送信部から直ちに送信し、視
聴者が必要とする放送コンテンツをリアルタイムで視聴者受信端末に向けて放送すること
を特徴とするデジタル放送システム。
【請求項２】
請求項１に記載のデジタル放送システムにおいて、
ＢＭＬサーバに替えてＷｅｂサーバを用いることを特徴とするデジタル放送システム。
【請求項３】
請求項１乃至請求項２のいずれか一項に記載の統計処理は、多数決によって採用する要求
を決定する手法によるものであることを特徴とするデジタル放送システム。
【請求項４】
デジタル放送受信機能を有する端末装置の利用者に対して情報を提供するデジタル放送シ
ステムであって、予め個々の放送コンテンツに番組キーワードを設定し、
インターネット検索サイトにおける検索上位キーワードを取得するインターネット検索サ
イト集計サーバと、
前記検索上位キーワードと前記番組キーワードを比較し最も類似する番組キーワードが設
定された放送コンテンツを決定するキーワード比較部と、
を有し、
前記キーワード比較部が決定した放送コンテンツを番組送信部から直ちに送信し、視聴者
が必要とする放送コンテンツをリアルタイムで視聴者受信端末に向けて放送することを特
徴とするデジタル放送システム。
【請求項５】
デジタル放送受信機能を有する端末装置の利用者に対して情報を提供するデジタル放送シ
ステムであって、
通信ネットワークを介して視聴者の閲覧要求情報を収集するＢＭＬサーバと、
インターネット検索サイトにおける検索上位キーワードを取得するインターネット検索サ
イト集計サーバと、
前記ＢＭＬサーバに到来した複数の視聴者の閲覧要求情報と前記インターネット検索サイ
ト集計サーバが集計した検索上位キーワードの統計処理をする視聴者要求統計処理部と、
を有し、
前記視聴者要求統計処理部が決定した放送コンテンツを番組送信部から直ちに送信し、視
聴者が必要とする放送コンテンツをリアルタイムで視聴者受信端末に向けて放送すること
を特徴とするデジタル放送システム。
【請求項６】
請求項５に記載のデジタル放送システムにおいて、
ＢＭＬサーバに替えてＷｅｂサーバを用いることを特徴とするデジタル放送システム。
【請求項７】
請求項５乃至請求項６のいずれか一項に記載の統計処理は、多数決によって採用する要求
を決定する手法によるものであることを特徴とするデジタル放送システム。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、放送あるいは通信を利用して端末へ情報を提供する情報提供システムおよび
情報提供方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のテレビ放送においては、視聴者は放送局から送出されるテレビ番組をただ視聴す
るにとどまっていた。デジタル放送の場合であっても、視聴者ができることは、見たい番
組を新聞等のＴＶ番組欄から選択して選局することだけである。
【０００３】
　近年、視聴者の多様な嗜好に対応するべく、通信衛星（ＣＳ）を使用した多チャンネル
デジタル衛星放送（以下ＣＳ放送）が登場してきた。当該ＣＳ放送により、「多チャンネ
ルの中から番組を選択することができる」という視聴者の自由度は増加しているものの、
番組内容や放送日時は放送局が事前に決定するものであり、視聴者がＥＰＧ（電子番組表
）や番組ガイド等から見たい番組を選択するという方法は本質的に従来と変わるところは
ない。
【０００４】
　一方、前記のように多チャンネル化が著しいデジタル放送において、視聴者が事前に見
たいと思った番組があっても、番組表の増大や複雑化等で当日に番組を見逃してしまうこ
とが多い。このように、視聴者が視聴したいと欲する番組を見逃すことのないよう、予め
希望番組や希望する放送内容を放送システム側に伝送し、放送局から送られてくる該当番
組の放送日時に関する返信メイルや、放送波に重畳された受像器をコントロールする信号
による受像器への自動録画設定など、視聴者の希望に対応するための提案が為されている
（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－２７６４２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、例えば前記ＣＳ放送に代表されるような放送番組の増加は、あくまでも
放送事業者が事前に決めた内容を事前に決めた順番で提供するものであり、いわば放送チ
ャンネルが増加しているに過ぎず、ある時刻において放送されている番組が、大多数の視
聴者がその時に見たい番組であるとは限らないため、視聴者の要求を満たせるかどうかの
不確実さに関しては従来となんら変わるものではない。
【０００７】
　また同様に、多チャンネル化の恩恵によって、将来視聴者の希望に沿う番組がある場合
に、放送事業者が視聴者に電子メイル等で通知したり、放送局側からの指示によって受信
機において自動録画設定ができても、番組自体は放送事業者が予め決めた内容と順番に沿
う物であり、ある時刻において放送されている番組が、大多数の視聴者がその時に見たい
番組であるとは限らない事に関しては、従来となんら変わるものではない。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために本発明は次のような手段を取るものである。
つまり、
デジタル放送受信機能を有する端末装置の利用者に対して情報を提供するデジタル放送シ
ステムであって、
通信ネットワークを介して視聴者の閲覧要求情報を収集するＢＭＬサーバと、
前記ＢＭＬサーバに到来した複数の視聴者の閲覧要求情報の統計処理をする視聴者要求統
計処理部と、
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を有し、
前記視聴者要求統計処理部が決定した放送コンテンツを番組送信部から直ちに送信し、視
聴者が必要とする放送コンテンツをリアルタイムで視聴者受信端末に向けて放送すること
を特徴とするデジタル放送システムである。
【０００９】
　また本発明は、デジタル放送受信機能を有する端末装置の利用者に対して情報を提供す
るデジタル放送システムであって、予め個々の放送コンテンツに番組キーワードを設定し
、
インターネット検索サイトにおける検索上位キーワードを取得するインターネット検索サ
イト集計サーバと、
前記検索上位キーワードと前記番組キーワードを比較し最も類似する番組キーワードが設
定された放送コンテンツを決定するキーワード比較部と、
を有し、
前記キーワード比較部が決定した放送コンテンツを番組送信部から直ちに送信し、視聴者
が必要とする放送コンテンツをリアルタイムで視聴者受信端末に向けて放送することを特
徴とするデジタル放送システムである。
【００１０】
　また本発明は、デジタル放送受信機能を有する端末装置の利用者に対して情報を提供す
るデジタル放送システムであって、
通信ネットワークを介して視聴者の閲覧要求情報を収集するＢＭＬサーバと、
インターネット検索サイトにおける検索上位キーワードを取得するインターネット検索サ
イト集計サーバと、
前記ＢＭＬサーバに到来した複数の視聴者の閲覧要求情報と前記インターネット検索サイ
ト集計サーバが集計した検索上位キーワードの統計処理をする視聴者要求統計処理部と、
を有し、
前記視聴者要求統計処理部が決定した放送コンテンツを番組送信部から直ちに送信し、視
聴者が必要とする放送コンテンツをリアルタイムで視聴者受信端末に向けて放送すること
を特徴とするデジタル放送システムである。
【００１１】
　また本発明は、前記デジタル放送システムにおいて、
ＢＭＬサーバに替えてＷｅｂサーバを用いることを特徴とするデジタル放送システムであ
る。
【００１２】
　また本発明は、前記統計処理は、多数決によって採用する要求を決定する手法によるも
のであることを特徴とするデジタル放送システムである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、デジタル放送システムにおける放送番組に関して、一般視聴者が視聴
を希望する内容がある場合に、放送局側でその希望情報の統計処理を実施し、該統計処理
の結果に基づき放送番組が決定されるため、大多数の視聴者が実際に希望する番組を放送
波として送出でき、前記一般視聴者の希望を満たすことが可能になる。
【００１４】
　また、前記一般視聴者が直接送信する番組内容の希望を統計処理するのみではなく、イ
ンターネット検索サイトにおける検索ランキング上位のキーワードを含む番組を送出する
ことによって、さらにタイムリーに、大多数の一般視聴者の希望する番組内容に則すこと
が可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】ＢＭＬサーバによる視聴者投票によって番組を作成する構成を示した図である。
【図２】Ｗｅｂサーバによる視聴者投票によって番組を作成する構成を示した図である。
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【図３】インターネット検索サイトの集計結果による番組作成を示した図である。
【図４】デジタル放送のＢＭＬサーバを示した図である。
【図５】視聴者要求の統計による放送番組決定プロセスを示した図である。
【図６】インターネット検索上位キーワードによる放送番組決定プロセスを示した図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【００１６】
　本発明の好適な実施の形態について、図を参照して説明する。
【００１７】
（実施例１）
　図１はＢＭＬサーバによる視聴者投票によって番組を作成するための構成を示した図で
ある。番組作成装置１０１は、放送する番組を決定する番組作成部１０３、決定された番
組を送信する番組送信部１０５、視聴者からの要求を受信するＢＭＬサーバ１０７によっ
て構成されている。放送装置１１０は、放送波を受信する受信部１１２、端末の受信機に
対応した変調処理を行う変調部１１４、ＲＦ信号を送信するＲＦ送出部１１６によって構
成されている。視聴者１３０は視聴者受信端末１２０によって放送番組を視聴する。
【００１８】
　ここで、ＢＭＬサーバとは、データ放送からリンクされる情報が置かれるサーバのこと
を言う。デジタル放送では受信端末が放送波を受信すると、図４のように表示画面４０１
の動画領域４０３にTV映像が流れ、他方のデータ放送領域４０５にテキストや画像で構成
された画面が表示されるが、ＢＭＬサーバによる表示は一般には放送波の中に含められた
ＢＭＬ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）と呼ばれる言語
で記述され、前記データ放送領域４０５にてＢＭＬブラウザを用いて為される。
【００１９】
　放送事業者はこのデータ放送を起点として、インターネット等の通信網を通じてコンテ
ンツ配信サーバにアクセスし、さらに詳細なコンテンツの提供や双方向サービスを提供す
る。コンテンツ配信サーバへのアクセスには、放送コンテンツと同時に前記ＢＭＬブラウ
ザによって通信コンテンツを表示させるＢＭＬサーバを使用する方式と、受信機独自のブ
ラウザを立ち上げて通信コンテンツのみを表示するＷｅｂサーバを使用する方式の２つの
方式がある。
【００２０】
　デジタル放送においては、前記のようなＢＭＬサーバあるいはＷｅｂサーバが通信と放
送の融合に結びつき、効果的なコンテンツを提供出来る可能性が増大することから、各放
送事業者は当該ＢＭＬサーバおよびＷｅｂサーバによる情報提供に対して、様々な取り組
みを始めているところである。
【００２１】
　なお、デジタル放送に含まれる放送形態であるところのワンセグ放送においては、ＢＭ
Ｌサーバは一般に１次リンクサーバと呼ばれ、Ｗｅｂサーバは一般に２次リンクサーバと
呼ばれている。
【００２２】
　本発明は、視聴者１３０が視聴者受信端末１２０のデータ放送表示エリア４０５を介し
て、リクエストしたい番組内容を放送局側のＢＭＬサーバ１０７に伝送し、番組作成部１
０３が、複数の視聴者から送られた前記リクエストに関して統計処理を行い、放送局が所
有する番組コンテンツの中から、最も希望者の多い内容に対応する番組を決定し、番組送
信部１０５から該番組を送信するものである。
【００２３】
　このような放送番組の決定プロセスを図５に示す。放送局においては番組作成部１０３
の番組データベースとして番組１～番組４のような放送局所有番組リスト５０１を有して
いる。視聴者１３０が視聴者受信端末１２０を介して図４のデータ放送表示エリア４０５
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のような画面からＢＭＬサーバ１０７に番組リクエストを送出すると、番組作成部１０３
では統計処理部５０３で全リクエストの統計処理を行う。
【００２４】
　次に放送内容決定部５０５で最も視聴者からのリクエストの多かった番組内容を決定し
、前記放送局所有番組リスト５０１から該当する番組を抽出し、番組送信部１０５から放
送波を送信する。
【００２５】
　このような処理によって、その時点で最もリクエストの多かった内容を含む番組を、視
聴者は視聴者受信端末１２０で視聴することが可能になる。
【００２６】
（実施例２）
　図２はＷｅｂサーバによる視聴者投票によって番組を作成するための構成を示した図で
ある。図１との違いは、視聴者から放送局側へのアクセスがＢＭＬサーバではなく、前記
Ｗｅｂサーバによるということのみであり、接続先はＷｅｂサーバ２０１である。また、
該Ｗｅｂサーバ２０１を用いること以外の放送番組決定プロセスは実施例１と同一である
。
【００２７】
　ＢＭＬサーバで表示されるコンテンツはデジタル放送のデータ放送に特化したものであ
り、ＨＴＭＬやＣＨＴＭＬなどＰＣや携帯電話で使われているコンテンツ記述言語による
ものではなく、前記ＢＭＬ言語と呼ばれる放送用の記述言語でコンテンツのレイアウトを
記述していた。さらに、参照するテキストや画像についてもＡＲＩＢ（社団法人電波産業
会）で策定された規格に基づく形式で作成する必要があった。
【００２８】
　一方Ｗｅｂサーバは端末が持つ一般的なブラウザで表示するものであるため、視聴者が
リクエストを送出するにあたって使用するのはデジタル放送受信端末に限る必要はなく、
インターネットに接続できる情報機器であれば、なんら限定されるものではない。
【００２９】
（実施例３）
　図３はインターネット検索サイトが公表する検索キーワードの集計結果によって番組を
作成するための構成を示した図である。図１および図２との違いは２点あり、１点目は視
聴者受信端末１２０から番組作成装置にアクセスしないこと、２点目は視聴者の要求を受
け付けるＢＭＬサーバ１０７やＷｅｂサーバ２０１の代わりにインターネット検索サイト
集計サーバ３０１を用いていることである。
【００３０】
　インターネット検索サイトが公表する検索上位キーワードを用いた放送番組の決定プロ
セスを図６に示す。放送局においては番組作成部１０３の番組データベースとして番組１
～番組４のような放送局所有番組リスト６０１を有している。当該リストには、各番組に
対して番組内容を示すキーワードデータが付与されている。一方、インターネット検索サ
イト集計サーバは、インターネット検索サイトが公表する検索上位キーワードをリアルタ
イムで収集している。
【００３１】
　次に放送内容決定部５０５で前記検索上位キーワードを参照し、インターネットにおい
て最も興味を持たれている該検索上位キーワードと、前記６０１に含まれる番組内容を示
すキーワードデータを照合し、検索上位キーワードと最も関連性の強い番組内容を決定し
、前記放送局所有番組リスト６０１から該当する番組を抽出し、番組送信部１０５から放
送波を送信する。
【００３２】
　このような処理によって、視聴者はその時点でインターネット利用者の中で最も興味を
もたれていた内容に関連する番組を視聴者受信端末１２０で視聴することが可能になる。
【００３３】
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　以上、３種の実施例を示したが、本発明においては実施例１および実施例２で視聴者か
らの要求の統計方法は多数決方式であっても良いし、時事情報に重みを付けるなど様々な
方法が考えられ、これをなんら限定するものではない。
【００３４】
　また、実施例１および実施例２において統計結果から放送する番組を決定する方法につ
いては、放送局所有番組リストから番組を特定できるような視聴者リクエスト提出フォー
マットを予め作成し、該フォーマットでリクエストしてもらうなど様々な方法が考えられ
、これをなんら限定するものではない。
【００３５】
　同様に実施例３において、番組内容を示すキーワードデータとインターネット検索サイ
トの検索上位キーワードの照合方法については、一致するキーワードがある時にその番組
に決定する方法や、キーワード間の距離尺度を定義し、該距離尺度が最も近いキーワード
を持つ番組に決定する方法など様々な方法が考えられ、これをなんら限定するものではな
い。
【００３６】
　また、実施例１あるいは実施例２と実施例３の組み合わせも本発明に含むものであり、
例えば視聴者からのリクエストとインターネット検索サイトの上位検索キーワードをいず
れも参照した統計処理によって放送番組を決定してもよい。
【符号の説明】
【００３７】
１０１…番組作成装置、　１０３…番組作成部、
１０５…番組送信部、　１０７…ＢＭＬサーバ、
１１０…放送装置、　１１２…受信部、
１１４…変調部、　１１６…ＲＦ送出部、
１２０…視聴者受信端末、　１３０…視聴者、
２０１…Ｗｅｂサーバ、　
３０１…インターネット検索サイト集計サーバ、
４０１…表示装置、　４０３…動画表示エリア、
４０５…データ放送表示エリア、
５０１…放送局所有番組リスト、　５０３…統計処理部、
５０５…放送内容決定部、
６０１…番組キーワードデータを持つ放送局所有番組リスト。
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